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災
害
大
国
日
本
の
住
宅
を
取
り
巻

く
状
況
を
概
観
し
、
加
え
て
有
史
以

前
よ
り
脈
々
と
続
く
木
造
建
築
文
化

と
先
人
の
叡
智
と
思
い
を
考
え
ま
す
。

▽
期
日　

①
１
月
25
日
㈯
②
２
月
22

クリスマスパンダ

　

生
涯
学
習
宅
配
便
講
座
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
研
修
会
な
ど
に
、市
の
担
当
職
員
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
・
官
公
庁
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る

制
度
で
す
。「
い
つ
で
も
」、「
だ
れ

で
も
」、「
ど
こ
で
も
」学
習
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

原
則
と
し
て
、市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体（
宅
配
便
講
座
受
講
の
た

め
に
一
時
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
も

含
み
ま
す
）。

▽
会
場　

講
座
を
申
し
込
ん
だ
グ
ル

ー
プ
・
団
体
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

講
師
派
遣
は
無
料
で
す
。

講
座
に
よ
っ
て
は
、
材
料
費
・
資
料

代
な
ど
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

77
種
類
の
講
座
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
公
共

施
設
に
あ
る
生
涯
学
習
宅
配
便
講
座

の
小
冊
子
、
ま
た
は
市

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込　

市

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
、
生
涯
学
習
課
・
各
文
化
セ
ン
タ

ー
・
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
・
総
合

体
育
館
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申

込
み
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ「
特
別
講
座
」

日
本
の
木
造
建
築
文
化

〜
で
あ
い
・
ふ
れ
愛
・
ま
な
び
Ⅰ
〜

生
涯
学
習
宅
配
便

�

講
座

日
㈯
③
３
月
22
日
㈯（
全
3
回
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
半

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

①「
私
た
ち
の
住
宅
と
災

害
」地
震
等
の
災
害
実
態
と
対
応
、

省
エ
ネ
・
木
材
利
用
の
有
用
性
や
政

策
の
方
向
性
。
②「
法
隆
寺
五
重
塔
」

世
界
最
古
の
木
造
建
築
。
現
代
に
通

じ
る
建
築
の
技
術
、
木
組
み
や
美
の

観
点
。「
以
和
為
貴
」の
心
。
③「
東

大
寺
大
仏
殿
」壮
大
な
木
造
建
築
の

構
造
と
有
史
以
前
か
ら
連
な
る
技

術
。
そ
し
て
先
人
は
い
か
に
こ
れ
を

実
現
で
き
た
か
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も　

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）　

▽
講
師　

港　

以
知
郎
氏　

▽
受
講
料　

三
、〇
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
午
前
10

時
よ
り

ま
た
は
電
話
に
て
受
付

▽
申
込
・
問
合
せ　

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局
☎（
370
）２
８
２
２

（
火
～
金
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後

４
時
）

https://w
w

w
.inagiic.net/ 

※
詳
し
く
は
、
各
公
共
施
設
等
に
置

い
て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

いなぎＩＣカレッジ 
企画講座＆プロフェッサー講座紹介

▷期　日　２月１日（土）
▷時　間　午後０時半開場（午後３時半まで）
▷会　場　中央文化センター
▷定　員　300人（先着順、申込不要）
　　　　　手話通訳あり
▷参加費　無料
▷その他　先着200人に記念冊子あり

企画講座「新千円札の顔『北里柴三郎』の世界」
▷講師　檀原　宏文氏
　　　　（北里大学名誉教授・（一社）北里柴三郎記念会理事長）
▷内容　今回の新日本銀行券千円札の肖像には北里柴三郎（1853−
1931）が選ばれました。科学の近代化に貢献したのがその理由とされ
ています。北里柴三郎の生涯は３期に分けると解りやすいと思います。
第１期は人生の土台を築いた30年間、第２期は細菌学者としての８年
間、第３期は日本の医療体制の礎を築き上げた40年間です。共同研究
の成果としてベーリングが第一回ノーベル生理学・医学賞を受賞して
います。本企画講座ではそれぞれの期に於いて遭遇した危機と困難、
その乗り切り方について、「北里柴三郎」の足跡を紹介します。
令和７年４月開講「プロフェッサー講座紹介」動画上映
開演までの間、映像で各講座を紹介します。当日申込みもできます。

▷問合せ　いなぎＩＣカレッジ事務局（火～金曜日、午前10時～午後４時）
　　　　　☎（370）2822　FAX（378）3233

　

大
丸
の
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施

設
の
敷
地
内
に
は
、
昭
和
12
年

（
１
９
３
７
）か
ら
昭
和
20
年（
１ 

９
４
５
）ま
で
操
業
し
た
、
旧
日

本
陸
軍
の
火
薬
製
造
工
場
で
あ
る

多
摩
火
薬
製
造
所
の
建
物
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。　
　

 

陸
軍
で
は
、
昭
和
６
年
の
満
州

事
変
の
前
後
か
ら
炸さ

く

薬や
く

の
使
用
量

が
増
加
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
昭
和
12
年（
１
９
３
７
）５

月
に
、
板
橋
火
薬
製
造
所
に
次
ぐ

第
二
の
炸
薬
工
場
と
し
て
、
多
摩

火
薬
製
造
所
の
建
設
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
同
年
の
う
ち
に
土

地
の
買
収
や
工
場
の
建
設
準
備
が

始
ま
り
、
翌
昭
和
13
年
11
月
１
日

に
は
火
工
廠
板
橋
火
薬
製
造
所
多

摩
分
工
場
と
し
て
操
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
14
年
10
月
１
日
に

は
、
火
工
廠
多
摩
火
薬
製
造
所
と

い
う
独
立
し
た
製
造
所
に
昇
格
し

ま
し
た
。

　

工
場
の
規
模
は
、
昭
和
14
年
９

月
の
段
階
で
、
敷
地
面
積
28
万
４

０
３
９
坪（
約
93
万
９
０
０
０
㎡
）、

従
業
員
数
８
８
３
名
で
、
製
造
品

目
は
、
炸
薬
と
伝で

ん

火か

薬や
く

筒と
う

が
中
心

で
、
炸
薬
は
月
産
約
450
ト
ン
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
敷
地

面
積
と
工
場
の
規
模
が
順
次
拡
張

さ
れ
、
昭
和
15
年
に
第
二
工
場
の

操
業
開
始
、
昭
和
19
年
に
は
第
三

工
場
の
操
業
開
始
と
い
う
よ
う
に
、

生
産
増
強
の
た
め
の
工
場
拡
張
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月

の
終
戦
時
に
お
け
る
敷
地
面
積
は

52
万
３
４
６
４
坪（
約
173
万
５
７
２

㎡
）、
従
業
員
数
は
２
０
８
５
人
で

あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
の
太
平
洋
戦
争

の
終
結
に
よ
り
、
火
工
廠
多
摩
火

薬
製
造
所
の
操
業
は
終
わ
り
ま

す
。
同
年
９
月
に
は
多
摩
火
薬
製

造
所
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留
を
始

め
、
翌
昭
和
21
年
11
月
に
は
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
り
接せ

っ

収し
ゅ
う

さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
空
軍
の
多
摩
弾
薬
庫
と
な
り

ま
す
。
ま
た
男
子
工
員
寮
の
建
物

は
、
東
京
都
外
地
引
揚
者
定
着
寮

（
通
称
、
稲
城
寮
）と
な
り
、
戦
後

に
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
た
人
々
の

た
め
に
利
用
さ
れ
、
昭
和
21
年
３

月
１
日
に
は
天
皇
陛
下
の
視
察
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
郷
土
資
料
室
で
は
、
こ

の
よ
う
な
火
工
廠
に
関
わ
る
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾

（
平
尾
１
の
９
の
１
）

▽
開
館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

郷
土
資
料
室

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
133

火か

工こ

う

廠し
ょ
う

多
摩

�

火
薬
製
造
所
跡

公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入、講座はＥメール・往復はがき・来館で申込ができます。
※その他詳細については、ｉプラザ (https://iplaza.inagi.tokyo.jp/)及び市内公共施設に置いてある「iプラザイン
フォメーション」等をご参照ください。▷問合せ　稲城市立ｉプラザ　☎042−331−1720

ｉプラザ公式 Facebook もぜひご覧ください。　https://www.facebook.com/inagi.iplaza

ホール事業
公演名 日時 料金等 内容等

ぼくとわたしの
コンサートデビュー
ニュー・イヤー・スペシャル

１月18日（土）
午前11時開演

（10時半開場）
チケット発売中

全席指定
おとな1,500円
こども（３歳～小学生）500円
※３歳未満ひざ上無料

【出演】東京室内管弦楽団、橘直貴（指揮・おはなし）、遠藤采（ソプラノ）、中村備生（ナレーション）
【予定曲目】三澤慶：0歳からのドれみファそらシド小交響曲、プッチーニ：歌劇「ジャンニ・スキッキ」より 私の
いとしいお父さん、三澤慶 編曲：ディズニー ファンタスティック メドレー　他
オーケストラで使われている楽器を名曲とともに紹介、コンサートが初めてのお子さまでも楽しんでお聴きいた
だけます。

東京室内管弦楽団in若葉台
ニューイヤーコンサート

１月18日（土）
午後２時開演

（1時半開場）
チケット発売中

全席指定
一般　3,200円
シルバー（満65歳以上）3,000円
学生　1,600円
※未就学児入場不可

【出演】東京室内管弦楽団、橘直貴（指揮）、遠藤采（ソプラノ）
【予定曲目】モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」より序曲、モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」より恋とはど
んなものかしら、メンデルスゾーン：交響曲第４番イ長調「イタリア」op.90他
新年の幕明けにふさわしい華やかな楽曲をオーケストラでお楽しみください。開演前にはマエストロによるプレ
トークも開催。

生涯学習・コミュニティ事業
講座名・受講料 日時 対象・定員 募集締切

男女共同参画推進講座「パパ頭さんと考えるパパの育児」全２回シリーズ
SNSやコミックで大人気の漫画家兼公務員、2児の父であるパパ頭さんが登場。男性だからこそ感じる日々
の悩みや気づき、講師自身も取得した育児休暇について等、等身大のパパのお話を楽しみながら共有して
みませんか。どちらか1日のご参加でもOKです。お気軽にお申し込みください。
受講料：無料
講　師：パパ頭氏（漫画家・公務員）

①2月9日(日)、②2月16日(日)
各日午後１時半～３時
会場選択制：大会議室／オンライン（Zoom）
※セキュリティ、通信費はご自身の責任の範
囲でお願いします。

男性
各会場30人

１月10日（金）
必着

生涯学習イベント「ｉプラザ　みんなの写真展」
テーマ「わたしの好きな時間」
募集要項・詳細につきましては、ｉプラザホームページまたは館内配架のチラシをご確認ください。
出品料：無料

【募集開始】12月１日(日) ～
【展示期間】２月予定
【出品者展示作業・交流会】２月15日(土)予定

どなたでも応募可 １月13日（月・祝）
必着　
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なるべく公共交通機関
をご利用ください。

　

腸
活
を
学
び
自
宅
で
気
楽
に
健
康

維
持
の
た
め
の
料
理
を
し
て
い
た
だ

け
る
き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方

▽
定
員　

22
人（
先
着
順
）

▽
講
師　

今
野　

ち
ほ
氏（
加
工
食

品
診
断
士
）

▽
材
料
費　

一
、一
〇
〇
円

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
来
館
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

城
山
公
民
館

　

ラ
テ
ン
の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
す
ズ
ン
バ
を
、
健
康
の
た
め
に

無
理
な
く
始
め
る
講
座
で
す
。
新
し

い
年
に
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
第
四
公
民
館
の
世
話
人

会
の
企
画
運
営
事
業
で
す
。

▽
期
日　

１
月
17
日
㈮
・
１
月
31
日

㈮▽
時
間　

午
前
10
時
半
～
11
時
半

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
成
人
の
方

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

　

明
る
く
格
調
高
い
三
遊
亭 

圓
王

師
匠
と
三
遊
会
の
皆
様
に
よ
る
城
山

落
語
公
演
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月
25
日
㈯

▽
時
間　

午
後
２
時
～
４
時（
１
時
半

開
場
）

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

▽
定
員　

114
人（
当
日
先
着
順
・
１

時
半
～
受
付
開
始
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
出
演（
予
定
）

落
語
協
会
真
打　

三
遊
亭 

圓
王

三
遊
会（
社
会
人
落
語
家
）

三
遊
亭 

王
笑
・
三
遊
亭 

圓
塾
・

三
遊
亭 

王
宮

▽
問
合
せ　

城
山
公
民
館

い
き
い
き
学
習
の
ひ
ろ
ば

腸
活
を
知
ろ
う
！

〜
手
軽
な
腸
活
調
味
料

�

作
り
と
試
食
〜

中
高
年
・
初
心
者
対
象
　

「
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て

�

楽
し
く
ズ
ン
バ
入
門
」

いきいき学習のひろば
回 期日 学習内容

１ １月17日（金）人生100年時代を元気に生きる
「食品の選び方」

２ １月24日（金）食べて免疫力を上げる
「ミネラル食事術」

３ １月31日（金）発酵調味料「塩こうじ」作りと
簡単調理実習

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内　
▼
会
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　
▼
問
合
せ　
稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会　
☎
070（
５
５
５
５
）０
８
８
９

▼
期
日
・
出
展
者　
展
示
中
～
12
月
27
日（
金
）サ
イ
コ
ラ
絵
理
子（
油
彩
画
）　
１
月
６
日（
月
）～
１
月
17
日（
金
）華
道
協
会（
正
月
花
） ▽

講
師　

熊
倉　

香
織
氏（
ズ
ン
バ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物
等　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

装　▽
申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
午
前
10

時
よ
り
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
来
館
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

よ
ん
ぶ
ん
お
も
し
ろ
サ
ロ
ン

　

平
尾
の
古
民
家
の
一
般
公
開
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
古
民
家
は
江
戸
時

代
後
期
に
、
平
尾
村
の
名
主
の
住
宅

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
母

屋
と
土
蔵
の
建
物
を
公
開
し
、
併
せ

て
古
い
農
耕
具
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

①
12
月
25
日
㈬
午
前
９
時

半
～
11
時
半
②
１
月
８
日
㈬
午
前
９

時
半
～
11
時
半

▽
会
場　

平
尾
２
の
45
の
19

▽
行
き
方　

稲
城
駅
か
ら
新
百
合
ヶ

丘
行
き
バ
ス
で「
平
尾
」下
車
、
徒
歩

約
５
分

▽
古
民
家
の
概
要　

○
母
屋　

天
保
14
年（
１
８
４
３
年
）

建
造
。
木
造
平
屋
建
て
、
寄
棟
造
り

萱
葺
き
。
名
主
の
格
式
を
示
す
構
造

（
接
客
用
玄
関
な
ど
）が
見
ら
れ
る
。

○
土
蔵　

明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）

建
造
。
土
蔵
造
り
二
階
建
て
。

▽
そ
の
他　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

郷
土
資
料
室

平尾 平尾 

ひらお苑 
 

ひらお苑 
 

平尾谷戸通り 

平尾住宅 

平尾 
近隣公園 

ひらお苑 
入口 

ひらお苑 
入口 

古民家 

幼稚園 幼稚園 

古民家の一般公開

事業名・内容 期日 時間 対象 定員 費用 会場 講師 持ち物
個別運動講座
受講者の身体機能や姿勢をチェック
して、一人ひとりに合った運動やス
トレッチのコツを指導します。（こ
れまでと同じ内容です。）

１月９日（木）
２月13日（木）
３月13日（木）
 ※全３回の

コース

午後2時半
～3時半

満20歳以上
の方 6人 6,000円（全3回) 総合体育館 今井 良輔氏

(理学療法士）

運動できる服装
タオル
飲み物

筆記用具

ストレッチ＆リズム体操
(体験あり）
ほどよく体を動かして、心と体をリ
フレッシュしましょう。

毎週木曜日　　　午後2時5分
～3時20分

満20歳以上
の方 若干名

体験（1回のみ）550円
※通常レッスン

  会員1回　550円
  一般1回   850円

総合体育館 船木 かづさ氏
（健康運動指導士）

運動できる服装
バスタオル

飲み物　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大人からはじめるHIPHOP
リズムに合わせて体も心も楽しくリ
フレッシュ。簡単なステップから始
めるので、未経験の方も安心。大好
評です。

1月11日（土） 午後7時～8時 満20歳以上
の方 30人  会員・一般　550円 総合体育館 木谷 将紀氏

「BLACK JOKE」メンバー

運動できる服装
室内用運動靴

タオル
飲み物

1月ボルダリング
　・スクール
　・教室
　・個人開放
　・体験会

ｉクラブホームページのボルダリングページ（右記）で内容をご確認
ください。
申込みは同ページ内「ボルダリング参加申込み」からお願いします。
ただし、個人開放は当日ｉクラブ事務所（総合体育館2階）にて受付
となります。

総合体育館
一般社団法人

JAPAN OUTDOOR LIFE
(JOL)  指導員

運動できる服装
室内用運動靴

タオル
飲み物

【参加申し込みについて】
▶申込期間 毎月16日の正午から各開催日の3日前まで。体験は希望日を明記してください（先着順）。
▶ 申込・問合せ先　ホームページ(https://www.inagi-iclub.org/)からお申込みください。
　 info@inagi-iclub.org　☎331-8866（火～金　正午～午後4時）

参加申込

第
十
一
回 

城
山
落
語
公
演
会

落
語
を
楽
し
み

 

初
笑
い
で
健
康
増
進

親と子の教室
回 期日 テーマ 内容 講師

1 １月８日
（水） オリエンテーション 保育室の使用の仕方／

講座についての説明 公民館保育者・公民館職員

2 １月15日
（水）

カナダ子育て
支援プログラム

ファシリテーターと一
緒に子育ての悩みや関
心事を話してみよう

てんてこ＠まいん
（NPプログラム
ファシリテーター）

3 １月22日
（水）

子どもがすくすく
素直に育つ片付け

コミュニケーション

心理学を基にした整理
術と親と子のコミュニ
ケーションを学ぶ

丸山　郁美氏
（勇気づけホーム
オーガナイザー）

4 １月29日
（水）

ヨガ
～体と心の声を聴い

てみよう～
心とカラダのコリをほ
ぐしてリセット

衣川　里佳氏
（ヨガフィールド主宰）

5 ２月５日
（水）

これからの「私」
～自分を見つめる～

子育ての中、後回しに
なりがちの「私」につい
て

初田　美紀子氏
（臨床心理士

育ちネット多文化CROSS）

6 ２月12日
（水）

楽育式「イヤイヤ期
の過ごし方」

感覚遊具を使ってイヤ
イヤ期の心を落ち着か
せる

姜　成美氏
（保育士・発達支援専門士）

7 ２月19日
（水） まとめ・卒室

親と離れている時の子
どもの様子をビデオで
みてみよう

公民館保育者・公民館職員

　

子
ど
も
は
保
育
室
で
お
友
達
と
過

ご
す
体
験
を
、
大
人
は
仲
間
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り　

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午（
第
１
回

保
育
希
望
な
し
の
方
は
11
時
～
）

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
受
講
定
員　

15
人

親
と
子
の
教
室

�

（
保
育
付
き
）

�

後
期　
全
７
回

▽
保
育
定
員　

12
人（
1
歳
～
就
学

前
）

▽
参
加
費　

無
料（
保
育
利
用
の
場
合

は
お
や
つ
代
と
し
て
子
ど
も
１
人
に

つ
き
１
回
五
〇
円
）

▽
申
込
方
法　

12
月
16
日
㈪
午
前
10

時
か
ら
来
館
、
電
話
、
左
記
申
込
フ

ォ
ー
ム
に
て
受
付

▽
申
込
期
限　

12
月
25
日
㈬
午
後
10

時
ま
で（
申
込
み
多
数
の
場
合「
親
と

子
の
教
室
」の
申
込
み
が
初
め
て
の

方
を
優
先
）

▽
そ
の
他　

詳
し
く
は

市

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
・
問
合
せ　

城
山
公
民
館
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第
26
回
稲
城
市
民
か
る
た
大
会

稲
城
カ
ル
タ
会

尾
瀬
岩
鞍
・
片
品
高
原

�

ス
キ
ー
場
で
滑
り
ま
し
ょ
う

Ｃ
・
Ｓ
・
Ｃ
稲
城

幼
稚
園
の
冬
ま
つ
り
に

�

あ
そ
び
に
き
ま
せ
ん
か

コ
マ
ク
サ
幼
稚
園　
未
就
園
児
の
会

昔の遊びを掘り起こそう
回 日時 内容等 講師

１ １月18日（土）
午後1時半～3時半

[お話と実演]　戦前の稲城の
子どもたちの遊び

金子　孝寿氏（歴史研究家）
加藤　栄一氏（歴史研究家）

２ １月25日（土）
午後1時半～3時半

[お話と実演]　戦後の稲城の
市街地での子どもの遊び 加藤　武人氏（歴史研究家）

３ ２月８日（土）
午後1時半～3時半

[お話と実演]　戦中戦後の女子
の遊びと暮らし 勝俣　友子氏（元小学校教師）

４
２月15日（土）

正午～午後3時の
時間帯で自由受講
（入退場自由）

[体験]　昔の遊びを思いっきり
体験しよう！　※第四文化セン
ターのつどい会場内に「昔のあ
そびコーナー」を設けます

第１回から第３回の講師全員が
交代で担当します

　

新
春
の
一
日
、
か
る
た
取
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

２
月
２
日
㈰
▼
時
間　

午

前
９
時
半
～
午
後
４
時
半
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

一
、〇
〇
〇
円
▼
そ
の

他　

一
般
・
初
心
者
Ａ
・
初
心
者
Ｂ

に
分
か
れ
て
４
試
合
し
ま
す
▼
連
絡

先　

川か
わ

野の

0011_kaw
ano@

m
bn.

nifty.com

　

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
は
天
然
温

泉
片
品
温
泉
で
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。

　

先
生
や
保
護
者
の
方
の
お
店
を
回

っ
て
お
祭
り
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

▼
期
日　

12
月
21
日
㈯
▼
時
間　

午

前
9
時
半
～
11
時
半
▼
会
場　

コ
マ

ク
サ
幼
稚
園
▼
対
象　

０
・
１
・
２
歳

児
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費　

無
料

（
お
店
で
は
小
銭
が
必
要
）▼
持
ち
物　

室
内
履
き
▼
連
絡
先　

コ
マ
ク
サ
幼

稚
園
☎（
379
）９
５
９
１　

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
会
場　

稲
城
長
峰
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
フ

ィ
ー
ル
ド

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り　

▽
持
ち
物　

参
加
決
定
通
知
ま
た
は

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

の
申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
※
申

込
多
数
の
場
合
抽
選

▽
主
催　

東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
グ
ル
ー
プ

▽
申
込
・
問
合
せ　

稲
城
長
峰
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
健
康
・
体
力
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
申
込
方
法　

稲
城
市
立
公
園
内
体

育
施
設

よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
ま
た
は

往
復
は
が
き
に
①
氏
名
②
住
所
③
年

齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
教
室
名
を
記

入
し
、
総
合
体
育
館
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
※
１
教
室
に
つ
き
往
復
は

が
き
１
通
が
必
要
で
す
。
※
申
込
多

数
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。
※
詳
細
は

で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
日　

12
月
23
日
㈪
必
着

　

昔
の
遊
び
は
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
、

忘
れ
ら
れ
た
昔
の
遊
び
を
掘
り
起
こ

し
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
稲
城
市
在
住
の
講
師

に
よ
る
お
話
と
実
演
を
交
え
た
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
等　

左
表
の
と
お
り

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

12
月
18
日
㈬
午
前
10

時
よ
り
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
来
館
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

第
８
回
定
例
会
＝
12
月
10
日

学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地

域
移
行
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課

■
稲
城
市
立
図
書
館
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
８
日

第
四
次
稲
城
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画(

案)
他

【
問
合
せ
】図
書
館
課

スポーツ教室募集
教室名 期日（回数） 時間 定員 対象 受講料

★椅子ヨガ＆エ
アロビクス教室

火曜日（10回）　1月7・21・28日、2月4・18日、
3月4・11・18・25日、4月1日

午前9時半
～10時半 20人

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16
歳
以
上
の
方

一括 
8,000円 
都度 
1,000円 

（傷害保
険料含）

★機能改善プロ
グラム＆バラン
スコーディネー
ション

火曜日（10回）　1月7・21・28日、2月4・18日、
3月4・11・18・25日、4月1日

午前10時50分
～11時35分 20人

初級一般バドミ
ントン教室

火曜日（10回）　1月7・21・28日、2月4・18日、
3月4・11・18・25日、4月1日

午後7時
～8時半 40人

初級卓球教室 火曜日（10回）　1月7・21・28日、2月4・18日、
3月4・11・18・25日、4月1日

午後7時
～8時半 20人

初級バトミント
ン教室

木曜日（10回）　1月9・16・23・30日、
2月6・13・20・27日、3月6・13日

午前9時半
～11時半 40人

★バランスリセ
ット

木曜日（10回）　1月16・23・30日、
2月6・13・20・27日、3月6・13・27日

午前9時半
～10時半 20人

★ZUMBA® 木曜日（10回）　1月16・23・30日、
2月6・13・20・27日、3月6・13・27日

午前10時50分
～11時50分 30人

★歌う、ボイス
エクササイズ教
室

金曜日（10回）　1月17・24・31日、
2月7・21・28日、3月7・14・21・28日

午前9時半
～10時半 20人

★ボーカルテク
ニック教室

金曜日（10回）　1月17・24・31日、
2月7・21・28日、3月7・14・21・28日

午前10時50分
～11時50分 20人

※都度利用は★の教室のみ。定員に空きがあれば利用可能です。

稲城長峰ヴェルディフィールド
教室名 期日 締切日 対象 時間 定員 参加費

① グラウンドゴルフ
体験会

12月20日（金）
１月17日（金） 当日受付可 どなた

でも 午前９時～11時 50人 1回
300円

② 一般開放個人参加
フットサル（フットサル場） 　　　　

12月21日（土）
１月18日（土） 前日締切 満16歳

以上 午後５時～７時 30人 1回
500円

③ 一般開放個人参加
フットサル（サッカー場） 　　　　１月４日（土） 前日締切 満16歳

以上 午後５時～７時 30人 500円

④ レディース
ミニサッカーDAY １月９日（木）  12月28日（土） 女性 午前９時半

～11時 20人 800円

※教室は申込制となります。申込フォームまたは直接管理棟受付でお申込みください。（グラウンドゴルフのみFAX可）
※雨天及びキャンセルが相次いだ場合、開催が中止となることがあります。
※申込フォームは稲城長峰ヴェルディフィールド 「教室・イベント」ページにあります。( の教室情報は毎月15日に更新予定です。)

▽
主
催　

み
ん
な
で
彩
る
稲
城
の
ま

ち
共
同
事
業
体

▽
申
込
・
問
合
せ　

〒
206
・
０
８
２

１　

稲
城
市
長
峰
1
の
1　

総
合
体

育
館

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室

�

参
加
者
募
集

▼
期
日　

１
月
11
日
㈯
～
13
日（
月
・

祝
）▼
会
場　

尾
瀬
岩
鞍
・
片
品
高
原

ス
キ
ー
場（
宿
泊　

旅
館
か
ね
よ
志
）

▼
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以

下
保
護
者
同
伴
）▼
参
加
費　

三
〇
、 

〇
〇
〇
円
、
小
中
学
生
は
二
六
、〇 

〇
〇
円
、宿
泊（
1
泊
に
つ
き
２
食
）・

講
習
・
傷
害
保
険
等
込
み
▼
そ
の
他　

現
地
集
合
、
現
地
解
散
。
１
泊
短
縮

１
万
円
引
き
。
詳
細
・
申
し
込
み
は

よ
りhttp://sites.google.com

/
view

/cschom
epage

No. 団体名 活動日時 活動場所 活動内容 会費等 連絡先

1 桂の会
第３火曜日・
午前９時半
～11時半

中央文化
センター

道具を使わずに
紐だけで着付け
を学びます

入会金なし 
会費1,000円 
雑費100円

柴
しば

田
た

☎090-7263-6496

2 草月流
こでまりの会

第４金曜日
午前10時
～正午

中央文化
センター

草月流いけ花を
学びます

入会金なし 
2,200円（月額）

滝
たき

田
た

☎080-2038-8886

昔
の
遊
び
を
掘
り
起
こ
そ
う

～
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の

�

子
ど
も
の
遊
び
と
暮
ら
し
～

市
民
企
画
提
案
に
よ
る

公
民
館
主
催
講
座

女
性
向
け
講
座

�
（
保
育
付
き
）

女性向け講座

回 期日 内容 講師等

１ １月17日（金） 保育オリエンテーション 公民館保育者

２ １月24日（金） 「私」自身を生きる（防災）清永　奈穂氏
（NPO法人体験型安全教育支援機構　代表理事）

３ １月31日（金） ストレッチ＆
リラクゼーション 髙園　百合香氏（ストレッチ講師）

４ ２月７日（金） 「私」自身を考える 汐見　和恵氏（家族・保育デザイン研究所）

５ ２月12日（水） 表情筋トレーニング、
身体づくり等

田中　知実氏（表情筋トレーナー）
注）手鏡をお持ちください。

　

女
性
が
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
慌

た
だ
し
い
日
々
で
も
笑
顔
で
主
体
的

に
生
き
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
心
身
を

整
え
る
方
法
を
学
べ
る
講
座
で
す
。

▽
期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午（
初
回

の
み
10
時
～
11
時
）

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
女
性
の
方（
原
則
す
べ
て
の
回
に

出
席
で
き
る
方
）

▽
受
講
定
員　

16
人（
先
着
順
）

▽
保
育
定
員　

10
人（
1
歳
～
就
学

前
） 

※
乳
幼
児
を
連
れ
て
の
教
室
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
参
加
費　

無
料（
保
育
利
用
の
場

合
は
お
や
つ
代
と
し
て
子
ど
も
１
人

に
つ
き
１
回
五
〇
円
程
度
）

▽
申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
午
前
10

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館
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※定例の読み聞かせ行事は、稲城市立図書館ホームページをご覧ください。

inagilib@library.
inagi.tokyo.jp

生
殖
記�

朝
井
リ
ョ
ウ

飽
く
な
き
地
景�

荻
堂
顕

さ
か
さ
星�

貴
志
祐
介

冷
た
い
恋
と
雪
の
密
室�

綾
崎
隼

小
説
日
蓮�

童
門
冬
二

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ボ
ー
ン
チ
キ
ン	

�
金
原
ひ
と
み

元
和
食
屋
の
料
理
人
が
教
え
る
お
お

ざ
っ
ぱ
和
食�

ち
ま
き

受
験
メ
シ
！�

マ
リ
ー
秋
沢

女
の
氏
名
誕
生�

尾
脇
秀
和

電
話
恐
怖
症�

大
野
萌
子

世
界
の
本
当
の
仕
組
み�

�

バ
ー
ツ
ラ
フ
・
シ
ュ
ミ
ル

学
力
喪
失�

今
井
む
つ
み

バ
イ
ア
ス
大
図
鑑�

池
田
ま
さ
み

テ
レ
ビ
磁
石�

武
田
砂
鉄

妖
怪
を
名
づ
け
る�

香
川
雅
信

潜
入
取
材
、
全
手
法�

横
田
増
生

女
ひ
と
り
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

バ
イ
ク
に
乗
る
。�

里
中
は
る
か

世
界
標
準
の
説
明
力�

岩
澤
康
一

勉
強
大
全
ハ
ン
デ
ィ�

伊
沢
拓
司

里
親
と
特
別
養
子
縁
組�

林
浩
康

　
「
向
陽
台
の
ア
ー
ト
を
伝
え
・
守

る
会
」の
村
尾
義
廣
氏
を
案
内
人
に

お
迎
え
し
、
城
山
公
園
の「
し
る
べ

石
」を
巡
り
ま
す
。
終
点
の
城
山
体

験
学
習
館
で
は
、
向
陽
台
の
ア
ー
ト

を
解
説
す
る「
ま
ち
講
座
」も
あ
る
楽

し
い
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
で
す
。

▽
期
日　

１
月
11
日
㈯

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
集
合
場
所　

城
山
公
園
交
差
点
近

く
、
公
園
角
の
白
い
屋
根
の
下

▽
解
散
場
所　

城
山
体
験
学
習
館

▽
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
申
込　

12
月
15
日
㈰
か
ら
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
、
メ

ー
ル
に
て
受
付

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
本
の
紹
介

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で

す
。
一
人
５
分
で
本
を
紹
介
し
、
全

員
終
了
後
に
、
投
票
で
チ
ャ
ン
プ
本

を
決
め
ま
す
。

▽
期
日　

１
月
26
日
㈰

▽
時
間　

午
後
１
時
～

▽
会
場　

中
央
図
書
館

▽
対
象　

小
学
3
年
生
以
上

▽
申
込　

12
月
15
日
㈰
か
ら
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
、
メ

ー
ル
に
て
受
付

※
見
学
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

稲
城
の
名
所
や
歴
史
・
文
化
を
題

材
に
し
た
、
楽
し
い
か
る
た
大
会
で

す
。
稲
城
の
昔
ば
な
し「
舌
を
ぬ
か

れ
た
お
獅
子
」（
紙
芝
居
）の
上
演
も

行
い
ま
す
。

▽
期
日　

１
月
13
日（
月
・
祝
）

▽
時
間　

午
後
２
時
～
３
時
半

▽
会
場　

中
央
図
書
館

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
申
込　

12
月
15
日
㈰
か
ら
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
に
て

受
付

ア
ー
ト
発
見
物
語

城
山
公
園
ウ
ォ
ー
ク
と

�

ま
ち
講
座

新
し
く
入
っ
た
本

明
け
て
も
暮
れ
て
も
食
べ
て
食
べ
て�

�

は
ら
ぺ
こ
め
が
ね

モ
ル
タ
ル
で
作
る
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
フ

ト
51�

原
嶋
早
苗

津
田
蘭
子
の「
ミ
シ
ン
の
困
っ
た
！
」

解
決
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ�

津
田
蘭
子

隠
さ
れ
た
顔�

山
本
陽
子

監
督
の
ク
セ
か
ら
読
み
解
く
名
作
映

画
解
剖
図
鑑�

廣
瀬
純

わ
た
し
の
茶
箱�

淡
交
社

ひ
と
で
な
し�

星
野
智
幸

さ
や
か
の
寿
司�

森
沢
明
夫

ウ
バ
ス
テ�

真
梨
幸
子

禁
忌
の
子�

山
口
未
桜

蘭
医
繚
乱�

海
堂
尊

あ
さ
酒�

原
田
ひ
香

ス
メ
ラ
ミ
シ
ン
グ�

小
川
哲

碧
血
の
碑�

赤
神
諒

シ
ル
バ
ー
保
育
園
サ
ン
バ
！	

�

中
澤
日
菜
子

小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン�

小
川
糸

逆
境�

夜
弦
雅
也

ウ
ミ
ガ
メ
を
砕
く��

久
栖
博
季

エ
イ
レ
ン
グ
ラ
フ
弁
護
士
の
事
件
簿	

�

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク

代
替
伴
侶�

白
石
一
文

だ
め
に
な
っ
た
僕�

井
上
荒
野

ダ
ブ
ル
マ
ザ
ー�

辻
堂
ゆ
め

い
の
ち
の
つ
ぼ
み�

志
津
谷
元
子

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
明�

村
井
純

「
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
」を
科
学
す
る　

�
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
ー
リ
ン
グ

「
な
ぜ
薬
が
効
く
の
か
？
」を
超
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
み
た�

山
口
悟

さ
よ
な
ら
、
産
後
う
つ�

村
上
寛

中
学
数
学
で
解
く
大
学
入
試
問
題�

�
杉
山
博
宣

マ
ン
ガ
で
見
る「
イ
モ
ム
シ
」の
生
き

ざ
ま�

し
ら
か
わ
あ
す
か

知
っ
て
自
慢
で
き
る
日
本
の
鉄
道
㊙

雑
学�

川
島
令
三

イ
ン
ド
工
科
大
学
マ
ミ
先
生
の
ノ
ー

プ
ロ
ブ
レ
ム
じ
ゃ
な
い
イ
ン
ド
体
験

記�

山
田
真
美

そ
ら
そ
う
や�

黒
川
博
行

明
け
な
い
で
夜�

�

燃
え
殻

ア
ラ
ベ
ス
ケ�

遠
藤
周
作

結
局
、
人
生
最
後
に
残
る
趣
味
は
何

か�

林
望

小
さ
い
午
餐�

小
山
田
浩
子

き
も
の
再
入
門�

山
内
マ
リ
コ

訊
く
！�

神
田
伯
山

城山体験学習館
☆展示コーナー

文化庁　令和６年度伝統文化親子教室事業『ありの実書道展』
　小学1年生～３年生の作品を展示します。源氏物語風作品もあ
ります。ぜひ、ご覧ください。
▷期間　12月21日（土）～29日（日）
※最終日は午後１時まで。※12月23日（月）は休館。
えほんのつばさ絵本読み聞かせグループ
　絵本の読み聞かせを稲城市内、保育園、高齢施設等にて活動。
実演活動の紹介、実演時手作りの飾りの展示
▷期間　１月５日（日）～11日（土）
※初日は正午から、最終日は午後２時まで。
国際ソロプチミスト稲城
第10回アートコンテスト作品展
　「もしも変身できたら？」をテーマに子供たちが描いた作品を、多
くの方にぜひご覧いただきたいと願って企画しました。
▷期間　１月12日（日）～15日（水）
※初日は午前10時から、最終日は午後4時まで。
▷問合せ　城山体験学習館

第17回　稲城市立小・中学校合同展覧会他
　市内の小・中学生が、授業で制作した図工・美術等の作品や
書初め作品を展示します。
▷期間　図工・美術　１月18日（土）～31日（金）
※最終日は午後１時半まで。※１月27日（月）は休館。
書写　２月１日（土）～12日（水）　※最終日は午後２時半まで。
令和６年度　稲城市小学生科学展
　市立小学校児童が夏季休業日中等に自ら決めたテーマについ
て、深く研究しまとめた成果です。各小学校の代表作品を展示
します。
▷期間　２月１日（土）～12日（水）　※最終日は午後２時半まで。
令和６年度　持続可能な開発のための教育（ESD）実践研究報告
　市立学校における持続可能な開発のための教育（ESD）について、
自校の取組の成果と課題を展示発表します。
（ESDとは、子供たちが環境、貧困、人権、平和、開発といった
様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところ
から取り組むことにより、それらの課題の解決につながる新た
な価値観を見いだし、持続可能な社会を創造していく力を育む
ための教育です。）
▷期間　２月１日（土）～12日（水）　※最終日は午後２時半まで。
国連を支える世界こども未来会議 in INAGI展 
　市立小学校６年生代表24名が参加し、「住み続けられる未来
の稲城市」をテーマにグループに分かれてディスカッションを
し、アイデアを出し合いました。発表されたアイデアを展示し
ます。
▷期間　２月１日（土）～12日（水）　※最終日は午後２時半まで。
▷問合せ　指導課☎378―2111（内線624）

▷期日　１月12日（日）
▷時間　�午後２時～
▷会場　城山体験学習館
▷対象　児童および保護者
▷定員　50人（先着順）
☆申込みは不要。直接会場にお越
しください。

こどもえいが会
「すてきな三にんぐみ」

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

私
に
は
好
き
な
本
が
あ
る
。

新
春
稲
城
か
る
た
大
会
と

�

稲
城
の
昔
ば
な
し

日にち 中央 第一～第四 ｉプラザ
12月27日(金）

借り放題
借り放題 借り放題12月28日(土）
休館12月29日(日） 休館12月30日(月） 休館

※休館日をご確認のうえ、おでかけください。
※予約点数は図書10冊・視聴覚資料２点のままです。
※１月４日(土）からは通常の貸出点数に戻ります。
　（図書10冊、視聴覚資料２点）
　貸出点数が12点を超えている間は、新たに借りられません。

年末年始はブックポストがつかえません
期間中、資料はご自宅での保管をお願いします。
■中央図書館
12月29日(日)午後8時～1月4日(土)午前9時
■第一・第二・第三・第四図書館
12月27日(金)午後5時～1月5日(日)午前9時
■ｉプラザ図書館
12月28日(土)午後8時～1月4日(土)午前9時
■総合体育館
12月28日(土)午後4時～1月4日(土)午前10時
▷問合せ　中央図書館

　楽しいおはなしを用意して待っています。申し
込みは不要です。直接会場へお越しください。

○12月のおはなし会○

　年末年始の休館前に、市内全館で本やAV
資料の借り放題を実施します。
　通常は図書10冊、視聴覚資料2点ですが、
12月27日（金）から年末最終日までは制限な
くご利用いただけます。
▷期間　12月27日（金）～29日（日）
▷問合せ　中央図書館

お正月だよ！借り放題

日　時 館名 備　考
17日（火）
午後3時半～ 第四 冬のおはなし会

20日（金）
午前10時半～ 第一 おひざにだっこのおはなし会クリスマススペシャル
22日（日）
午前11時～ 中央 スペシャルおはなし会

※第一・第四図書館の会場は、併設の文化センターになります。
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